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日立先進プラント性能監視診断システムのコアとなる Data Validation & Reconciliation（DVR）技術の国内適用

における課題および DVR 評価精度向上に必要な運転データに基づく計器誤差の定量化方法を示す。 
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1. 緒言 

国内原子力プラントの再稼働および再稼働後の高効率運転を支援するため、プラント運転中に計器/設備劣

化・設備効率を監視できる日立先進プラント性能監視システム（HAPPS：Hitachi Advanced Plant Performance 

diagnosis System）の開発に取り組んでいる。HAPPS のコアとなるのはプラントメーカー知見に基づくヒート

バランス解析と、欧州原子力分野で実績のあるデータ統計分析法（DVR）[1]である。DVR により測定誤差を

低減することが可能であるが、入力となる計器誤差に対する感度が高く、その定義方法が重要である。 

2. 国内原子力適用における課題・対策 

原子力プラントの計器誤差は計器仕様表で管理されるが、プラント性能評価に用いられる基準計器（例え

ば復水流量計）は実流校正により実力値で評価されている一方、その他計器は JIS ベースの保守値を用いる

等、定義方法にばらつきがある。そこで本開発では、基準計器の計

器誤差実力値が定量化されていることに着目し、そこからの偏差

で関連する計器誤差を定量化する方法を構築した[2]。計測値に時間

平均および統計処理を適用することで、給水ゆらぎ、ランダム誤

差、バイアス誤差を定量化することが出来る。Fig.1 に示す給水系

統の模擬体系で、本手法を用いた DVRの評価精度向上効果を確認

した。Fig.2 に示す通り、本手法により、計器仕様表ベースの DVR

から、更に約 20%の測定誤差低減効果が得られた。 

3. 結論 

HAPPS の国内原子力プラント適用に向け、運転データから計器

不確かさを定量評価する方法を示した。今後、本手法をプラント計

器全体へ適用し、HAPPS により再稼働および再稼働後の高効率運

転を支援できるよう開発を進める。 
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Fig.1 給水模擬体系および入力データ 

Fig.2 測定誤差低減効果の比較 
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